













｢政治元理表｣(別表 1) (2) とは､日本政治
学会理事長であった故神島二郎が自らの政治理
論を図式化 したものである (3)｡筆者は神島


















































































































































域や町内会のお祭 り､運動会が ｢自粛｣と称 し
て取りやめになった｡この ｢自粛｣とは誰に言
































































































ものである (グラフ中 ｢非言語 (人心)｣につ
いては後述)｡ これは日本の90年代以降の国家
政治のイメージであるので､後掲のアメリカの















































































































































































































































































































































































この佐藤退陣は ｢議会の論理 (永田町の政治 ･
















































































































































































































も言 うべき､自らを ｢少数者 ･弱者｣として､









































































































































































































































































































































































































推進 し (67)､日本が再び戦争ができる ｢有事
体制｣ を作 り上げ､｢民をして戦争を支える｣
体制を準備 し終えたのである (68)0
｢しらす｣は ｢民 (被治者)の声を聞く｣ と
い うことであり､｢民 (被治者)のための政治｣








































ている｡別表 1は一高同窓会誌 『向陵』 (vol.40
1998年)に掲載された最後のものである｡
3 神島二郎は1918年生まれ､ 1998年死去｡





























6 東京新聞 (2005年 9月 8日)































(朝 日新聞2008年 ･2月 1日号 ｢惜別｣参照)｡
12 ガンジーの思想と運動については､マハ トマ ･
ガンジー 『わたしの非暴力 1･2』 (1971年
みすず書房)等を参照｡
13 『孫子』(1963年 ･岩波文庫)参照｡
14 D.デフオー 『ロビンソン ･クルーソー 上 ･
下』 (1967年 ･岩波文庫)






















的 ･理性的判断を問 うとい うより､｢人気投票｣
以外の何ものでもない｡驚 くべきことに先の ｢福
田内閣を支持 しますか｣とい う質問には ｢それは
どうしてですか｣とい う付加質問があるが､その
中に ｢なんとなく｣とい う選択肢があることであ
る (その割合は ｢支持｣と答えた人の中の何 と28
%を占める)｡私が ｢世論調査｣- ｢人気投票｣
と言 う根拠はこんなところにある｡
152 国際経営論集 No.36 2008
18 ルース ･ベネディク ト 『菊 と刀』 (1967年 ･
社会思想社 ･長谷川松治訳)

















































論 じられる国である｡08年 6月26日の朝 日新聞の




















ローガンの傑作 『ス トップ ･ザ ･サ トウ』などの
耳新 しい言葉を駆使 し､ギャンブル廃止のような
衝撃的イベン トを大衆に投影 し､大衆を動か した
美濃部都知事は､ 日本で最初の本格的 『イメージ
政治家』 といえよう｡｣(朝 日新聞特集 ｢美濃部都
政12年を考える｣1978年 7月19日)
29 <｢政治改革｣政変>とは筆者の造語である｡
30 星浩 ･逢坂巌 『テ レビ政治』(2006年 ･朝 日
新聞社)












34 ｢そのつど支持｣は松本の命名である (朝 日


















『ポス ト佐藤』 とい う記事を書きつづけてきた｡
佐藤が退陣した後どうなるかとい うことを佐藤の
在任中から議論 しはじめて､すでに一年 くらいの












官僚出身は冷た くて大衆に愛 されないが､私 も
『栄ちゃん』 と呼ばれる政治家にな りたい｡｣ (読
売新聞 2002年10月23日 ｢20世紀政治のことば｣)0
37 竹中治堅 『首相支配一 日本政治の変貌』 (前
掲 ･121頁)
38 朝 日新聞 ｢小泉語の足もと｣(2005年 8月28
日)
39 朝 日新聞 ｢改革の内実｣(2001年 7月11日)
40 田原総一朗 ｢森首相が明かす 『干からびたチー
ズ会談』の真相｣(『週刊朝 日』2005年 9月 2日
号)参照｡
41 東京新聞 ｢こちら特報部｣(2005年 9月13日)0
渋谷センター街での若者-のインタビューから｡
42 日刊ゲンダイ (2004年 8月17日)
43 ｢教育基本法改正｣が臨時国会で審議 されて
いる中､2006年 9月 2日に青森県八戸市で開かれ
た ｢教育改革タウン ･ミーティング｣で ｢教育基




45 朝 日新聞 ｢小泉劇場終幕｣(2006年 9月26日)
46 雑誌編集長の北原みの りは次のように小泉政
治の印象を語っている｡


























50 朝 日新聞 ｢小泉語の足もと｣ (2005年 8月
28日)






















栄太 『小泉純一郎を読み解く15章 2001年 ･文芸
社19頁)｡























































59 日本経済新聞 (2005年 8月9日)
60 朝日新聞 (1978年 7月19日)
















｢政 ･財 ･官｣ の ｢パワー ･エ リー ト｣以外の
｢額に汗する民衆｣のことである｡C.ライ ト･
ミルズ (1916-62)は現代政治の権力者を ｢パワー ･
エリー ト｣(軍部 ･大企業 ･官僚)というかたち
で ｢集団｣的にとらえたが､ここではそうした考












































69 東京新聞 (2006年 2月3日)
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